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紹介と批評

手
塚
　
豊
著
作
集
　
第
七
巻

『
明
治
民
法
史
の
研
究
（
上
）
』

一

　
慶
感
義
塾
大
学
名
誉
教
授
手
塚
豊
博
士
は
、
平
成
二
年
四
月
一
四
日
、

病
を
得
て
七
八
歳
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。
博
士
は
、
明
治
四
四
年
に
愛

知
県
に
生
ま
れ
、
昭
和
一
〇
年
三
月
に
本
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒

業
さ
れ
た
。
卒
業
後
い
っ
た
ん
金
融
機
関
に
入
ら
れ
た
も
の
の
程
な
く
本

塾
大
学
に
奉
職
さ
れ
、
爾
来
戦
中
・
戦
後
の
多
難
な
時
代
を
含
め
、
約
四

五
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
本
塾
で
の
研
究
・
教
育
に
尽
く
さ
れ
た
。
博
士

は
そ
の
学
者
生
活
を
一
貫
し
て
明
治
法
制
史
の
広
範
な
角
度
か
ら
の
研
究

に
費
や
さ
れ
、
生
前
膨
大
な
数
の
研
究
業
績
を
公
に
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の

す
べ
て
の
業
績
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
驚
異
的
と
も
い
う
ぺ
き
徹
底
し
た

資
料
探
究
と
実
に
厳
密
な
考
証
に
支
え
ら
れ
、
し
か
も
個
人
の
主
観
的
な

歴
史
観
の
導
入
を
避
け
て
あ
く
ま
で
も
事
実
を
事
実
と
し
て
語
ら
し
め
る

と
い
う
、
博
士
一
流
の
手
法
に
よ
っ
て
も
の
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

博
士
の
業
績
は
後
進
の
研
究
者
に
と
り
、
し
か
も
単
に
法
制
史
専
攻
者
に

と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
業
績
の
中
か
ら
現
行
の
実
定
法
の
解
釈
の
指
針

を
見
出
そ
う
と
す
る
民
法
専
攻
者
等
に
と
っ
て
も
、
多
大
の
恩
恵
を
も
た

ら
す
も
の
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
博
士
は
、
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
て
教
壇
を
退
か
れ
る
ま
で
、
そ

の
業
績
を
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
た
い
と
の
周
囲
の
度
々
の
懲
懸
を
、
等
し

く
断
っ
て
お
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
現
役
と
し
て

精
力
的
に
論
文
等
の
発
表
を
続
け
て
お
ら
れ
る
う
ち
は
ご
自
分
の
仕
事
に

軽
々
な
区
切
り
を
付
け
た
く
な
い
と
い
う
、
明
治
人
ら
し
い
気
概
と
衿
持

か
ら
く
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
一
つ
に
は
、
膨
大
な

量
の
業
績
を
ま
と
め
る
作
業
の
多
難
な
こ
と
を
思
っ
て
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
．
博
士
は
か
つ
て
筆
者
に
対
し
、
「
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

が
大
変
だ
よ
」
と
ふ
と
も
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
の
壮
大
な
作
業
は
、
し
か
し
、
今
か
ら
九
年
前
に
、
藤
田
弘
道
・
寺

崎
修
両
教
授
の
献
身
的
な
助
力
を
得
て
開
始
さ
れ
た
。
手
塚
豊
著
作
集
全

一
〇
巻
の
出
版
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
『
自
由
民
権
裁
判
の
研

究
』
全
三
巻
（
著
作
集
一
～
三
巻
）
、
『
明
治
刑
法
史
の
研
究
』
全
三
巻
（
著
作

集
四
～
六
巻
）
、
『
明
治
民
法
史
の
研
究
』
全
二
巻
（
著
作
集
七
～
八
巻
）
、

『
明
治
法
学
教
育
史
の
研
究
』
全
一
巻
（
著
作
集
九
巻
）
、
『
明
治
人
物
研
究
』

全
一
巻
（
著
作
集
一
〇
巻
）
で
あ
る
。
昭
和
五
七
年
の
第
一
巻
刊
行
以
来
、
既

に
第
一
～
六
巻
お
よ
び
第
九
巻
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
平
成
二
年
一
月
刊
行

の
第
七
巻
『
明
治
民
法
史
の
研
究
（
上
）
』
が
八
冊
目
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
あ
と
二
冊
の
刊
行
を
残
し
て
、
博
士
は
不
帰
の
客
と
な
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
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二

　
本
書
は
、
博
士
の
明
治
民
法
史
関
係
の
研
究
の
う
ち
．
旧
民
法
典
以
前

の
民
法
編
纂
史
に
関
す
る
論
考
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
収
録
順
に

表
題
を
紹
介
す
る
と
，
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
案
以
前
の
民
法
草
案
」
「
明
治
初

年
の
民
法
編
纂
－
江
藤
新
平
の
編
纂
事
業
と
そ
の
草
案
1
」
「
明
治
初
年

の
民
法
草
案
－
特
に
ブ
ス
ケ
案
と
覚
し
き
断
片
に
つ
い
て
ー
」
「
制
度
局

民
法
会
議
と
蜷
川
式
胤
日
記
」
「
御
国
民
法
ー
城
井
国
綱
本
1
」
「
明
治
十

一
年
民
法
草
案
編
纂
前
後
の
一
考
察
」
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
の
一
部

－
第
三
編
第
二
巻
「
生
存
中
ノ
贈
遺
及
ヒ
遺
嘱
ノ
贈
遺
」
1
」
「
明
治
十

年
代
後
半
の
「
結
婚
条
例
」
考
」
「
旧
民
法
（
財
産
編
・
財
産
取
得
編
前

半
・
債
権
担
保
編
・
証
拠
編
）
審
査
元
老
院
会
議
筆
記
」
「
旧
民
法
（
財
産

編
・
財
産
取
得
編
前
半
・
債
権
担
保
編
・
証
拠
編
）
審
査
枢
密
院
会
議
筆

記
」
「
旧
民
法
（
財
産
取
得
編
後
半
・
人
事
編
）
元
老
院
議
定
案
」
の
一

一
編
で
あ
る
（
最
後
の
一
編
の
み
中
村
菊
男
博
士
と
共
作
）
。
初
出
は
、
慶
鷹
義

塾
大
学
法
学
研
究
に
発
表
さ
れ
た
も
の
が
七
編
、
三
田
法
学
（
慶
鷹
義
塾

大
学
法
学
会
、
現
在
は
発
刊
さ
れ
て
い
な
い
）
、
法
学
新
報
（
中
央
大
学
法
学
会
）
に

発
表
さ
れ
た
も
の
が
各
一
編
、
そ
の
他
司
法
資
料
（
司
法
省
）
と
し
て
発
刊

さ
れ
た
も
の
一
編
、
滝
川
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
所
収
一
編
と
な
っ
て
い

る
。
発
表
年
は
昭
和
一
三
年
か
ら
昭
和
五
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
い
る
．

　
以
下
に
は
若
干
記
述
の
順
序
を
前
後
す
る
が
、
内
容
の
概
略
を
紹
介
し

た
い
。
た
だ
筆
者
は
民
法
を
専
攻
す
る
者
で
あ
り
、
各
論
考
の
法
制
史
学

上
の
位
置
付
け
等
に
つ
い
て
は
理
解
の
及
ば
な
い
点
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ

る
。
能
力
の
及
ぶ
範
囲
で
の
記
述
に
止
ま
る
こ
と
を
予
め
お
わ
び
し
た
い
。

三

　
本
書
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
ボ
ア
ソ
ナ
1
ド
案
以
前
の
民
法
草
案
」
は
、

発
表
時
期
も
昭
和
二
二
年
（
三
田
法
学
創
刊
号
）
と
、
博
士
の
業
績
中
で
は
最

も
初
期
の
も
の
に
属
す
る
が
、
そ
の
内
容
も
ま
さ
に
、
本
書
に
収
録
さ
れ

た
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
案
以
前
の
民
法
編
纂
事
業
に
関
す
る
博
士
の
一
連
の

論
考
の
序
論
な
い
し
前
書
き
に
あ
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
論
考

に
お
い
て
博
士
は
、
慶
懸
義
塾
大
学
図
書
館
に
江
藤
司
法
卿
時
代
の
民
法

草
案
数
通
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
、
い

わ
ば
そ
の
後
の
研
究
の
方
向
を
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
続
く
「
明
治
初
年
の
民
法
編
纂
ー
江
藤
新
平
の
編
纂
事
業
と
そ

の
草
案
1
」
は
、
昭
和
一
九
年
四
月
に
司
法
資
料
別
冊
第
一
コ
号
と
し
て

公
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
初
期
の
業
績
な
が
ら
本
書
収
録
中
の
白
眉
と
評
価

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
少
な
く
と
も
民
法
史
の
分
野
に
お
い

て
は
、
こ
れ
は
当
時
慶
鷹
義
塾
大
学
予
科
教
授
の
職
に
あ
っ
た
博
士
の
、

そ
の
後
の
学
界
で
の
声
望
を
決
し
た
著
作
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
明
治
初
期
の
江
藤
司
法
卿
時
代
の
い
わ
ゆ

る
「
敷
写
民
法
」
編
纂
の
試
み
を
克
明
に
調
査
し
跡
付
け
た
も
の
で
、
序

論
に
お
い
て
粟
本
鋤
雲
に
よ
る
ナ
ポ
レ
ヲ
ソ
コ
ー
ド
翻
訳
の
試
み
よ
り
筆

を
起
こ
し
て
左
院
設
置
以
前
の
明
治
初
期
の
民
法
編
纂
機
関
の
変
遷
を
た

ど
り
、
本
論
に
入
っ
て
江
藤
新
平
の
編
纂
事
業
を
制
度
局
・
左
院
・
司
法

省
と
探
究
し
、
草
案
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
江
藤
の
指
揮
に
よ
る
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紹介と批評

草
案
と
推
定
さ
れ
る
慶
鷹
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
の
、
民
法
草
案
三
種

（
「
民
法
第
一
人
事
編
」
と
「
民
法
仮
規
則
」
（
身
分
証
書
）
二
通
）
お
よ
び
箕

作
麟
祥
訳
「
仏
蘭
西
法
律
書
・
民
法
」
書
入
本
と
を
素
材
に
、
紹
介
・
分

析
す
る
（
た
だ
し
「
民
法
第
一
　
人
事
編
」
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
、
司
法
省
民

法
会
議
の
所
産
で
は
な
く
司
法
省
明
法
寮
案
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
）
．
博
士
の
丹

念
な
史
料
探
索
は
、
組
織
よ
り
も
江
藤
個
人
の
手
腕
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
当
時
の
編
纂
事
業
の
限
界
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

戦
時
下
に
限
ら
れ
た
史
料
と
環
境
に
お
い
て
執
筆
さ
れ
た
本
著
作
は
．
あ

る
い
は
博
士
と
し
て
は
満
足
の
い
か
な
い
点
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
、
続
稿
に
お
い
て
そ
の
考
証
を
補
足
修
正
さ
れ
る
部
分
も
出
て
く

る
が
、
前
述
の
よ
う
に
旧
民
法
以
前
の
こ
の
時
代
の
民
法
編
纂
史
が
そ
れ

ま
で
法
制
史
学
上
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
を
考
え
あ
わ

せ
れ
ば
、
本
著
作
の
先
駆
的
意
義
は
な
お
高
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
当
時

は
民
法
典
編
纂
史
が
学
界
で
漸
く
脚
光
を
浴
び
た
時
代
で
、
本
著
作
と
前
後
し
て
星

野
通
「
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
」
（
昭
和
一
八
年
）
、
石
井
良
助
「
民
法
典
の
編
纂
」

（
国
家
学
会
雑
誌
昭
和
一
九
年
二
月
号
）
が
公
に
さ
れ
た
）
。
本
著
作
が
当
時
少
数

の
非
売
品
と
し
て
限
ら
れ
た
範
囲
に
の
み
頒
布
さ
れ
た
こ
と
が
い
さ
さ
か

惜
し
ま
れ
る
。

　
次
の
「
明
治
初
年
の
民
法
草
案
－
特
に
ブ
ス
ケ
案
と
覚
し
き
断
片
に
つ

い
て
！
」
（
法
学
研
究
一
二
巻
七
号
・
昭
和
…
二
年
）
は
、
右
著
作
を
補
充
す
る

も
の
で
、
旧
民
法
以
前
の
民
法
草
案
に
つ
き
、
石
井
博
士
の
業
績
も
容
れ

て
補
足
・
再
考
し
、
そ
の
上
で
、
明
法
寮
案
と
ブ
ス
ケ
案
の
関
係
に
つ
い

て
述
べ
、
石
井
博
士
・
星
野
博
士
の
考
察
よ
り
も
一
歩
踏
み
込
み
、
明
法

寮
と
民
法
会
議
と
は
並
列
的
に
草
案
編
纂
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
等
を

指
摘
し
た
上
で
、
慶
鷹
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
の
箕
作
訳
「
仏
蘭
西
法
律

書
・
民
法
」
書
入
本
に
綴
り
込
ま
れ
た
司
法
省
罫
紙
三
枚
の
草
稿
『
ジ
ブ

ス
ケ
氏
抄
訳
書
」
を
紹
介
し
て
、
こ
れ
が
ブ
ス
ケ
（
ρ
ぎ
蓄
馨
8
起
草
案

を
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
（
冒
窪
諾
2
8
が
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

　
な
お
、
蛇
足
を
一
点
付
け
加
え
れ
ば
、
当
時
の
法
史
学
者
の
一
部
に
は
、

（
あ
る
い
は
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
）
自
ら

発
見
し
た
史
料
の
原
文
を
全
面
的
に
公
開
し
な
か
っ
た
り
、
紹
介
し
な
が

ら
所
在
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
よ
う
に
窺
わ

れ
る
。
こ
の
点
博
士
は
、
特
に
正
確
さ
と
学
問
的
潔
癖
さ
を
自
ら
に
要
求

し
、
原
文
の
正
確
な
載
録
と
所
在
の
明
示
を
常
に
心
掛
け
て
お
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

四

　
そ
の
後
博
士
の
関
心
は
ま
ず
明
治
一
一
年
草
案
に
向
け
ら
れ
る
．
本
書

収
録
の
順
序
は
前
後
す
る
が
、
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
の
一
部
ー
第
三

編
第
二
巻
「
生
存
中
ノ
贈
遺
及
ヒ
遺
嘱
の
贈
遺
」
1
」
（
法
学
研
究
二
七
巻

四
号
、
昭
和
二
九
年
）
、
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
編
纂
前
後
の
一
考
察
』

（
滝
川
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
の
日
本
史
編
・
昭
和
三
二
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
前

者
は
、
一
一
年
草
案
中
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
部
分
を
博
士
が
国

会
図
書
館
箕
作
麟
祥
文
書
の
中
に
発
見
し
て
条
文
を
覆
刻
紹
介
し
た
も
の

で
あ
る
．
後
者
は
、
一
一
年
草
案
の
起
草
に
至
る
事
実
関
係
、
起
草
者
、

131



法学研究63巻9号（’90：9）

起
草
の
経
過
等
を
詳
細
に
跡
付
け
た
も
の
で
、
表
に
よ
る
整
理
等
も
行
き

届
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
博
士
は
よ
り
初
期
の
民
法
草
案
に
つ
い
て
の
探
索
に
戻
り
、

「
御
国
民
法
－
城
井
国
綱
本
1
」
（
法
学
研
究
三
八
巻
七
号
、
昭
和
四
〇
年
）
、

「
制
度
局
民
法
会
議
と
蜷
川
式
胤
目
記
」
（
法
学
研
究
四
二
巻
八
号
、
昭
和
四

四
年
）
の
二
論
考
を
公
に
し
て
い
る
。
前
者
は
、
「
御
国
民
法
」
と
表
題
を

付
さ
れ
た
、
制
度
局
民
法
草
案
「
民
法
決
議
」
の
修
正
案
と
お
ぽ
し
き
史

料
に
つ
き
詳
細
な
解
題
を
付
し
て
覆
刻
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、

制
度
局
民
法
会
議
の
列
席
者
の
一
人
蜷
川
式
胤
の
日
記
を
も
と
に
、
民
法

会
議
の
参
加
者
に
つ
い
て
詳
細
な
考
証
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
に

お
い
て
は
、
遺
族
宅
を
尋
ね
て
新
史
料
の
発
見
を
試
み
る
博
士
の
手
法
が

見
事
に
成
功
し
て
お
り
、
ま
た
計
一
三
頁
の
本
文
に
対
し
七
〇
近
く
付
さ

れ
た
註
は
、
関
係
者
の
人
名
辞
典
の
趣
き
さ
え
あ
る
．

五

　
「
明
治
十
年
代
後
半
の
「
結
婚
条
例
」
考
」
（
法
学
新
報
八
三
巻
七
・
八
・

九
合
併
号
、
昭
和
五
二
年
）
は
、
堀
内
節
教
授
の
退
職
記
念
号
に
捧
げ
ら
れ

た
も
の
で
、
本
書
収
録
の
論
考
の
中
で
は
、
い
さ
さ
か
異
色
の
も
の
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
、
実
在
の
草
案
を
考
証
し
た
も
の
で
は
な
く
、

明
治
一
五
年
以
降
数
年
間
に
わ
た
り
．
相
当
高
額
の
「
身
元
金
」
納
入
制

度
を
内
容
と
す
る
「
結
婚
条
例
」
な
る
も
の
が
近
く
施
行
さ
れ
る
と
い
う

噂
が
多
く
の
新
聞
報
道
を
通
じ
て
各
地
に
流
れ
、
そ
の
た
め
に
そ
う
し
た

条
例
の
施
行
前
に
結
婚
を
済
ま
せ
よ
う
と
す
る
騒
ぎ
が
各
地
に
発
生
し
た

と
い
う
、
明
治
法
制
史
上
の
一
ト
ピ
ッ
ク
を
素
材
に
、
「
結
婚
条
例
」
な

る
も
の
の
真
相
を
追
っ
た
作
品
で
あ
る
。
博
士
は
、
そ
う
し
た
草
案
が
元

老
院
、
参
事
院
に
お
い
て
準
備
さ
れ
た
と
い
う
新
聞
報
道
に
対
し
て
、
元

老
院
で
は
そ
の
よ
う
な
痕
跡
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
参
事
院
の
場

合
は
、
そ
の
公
算
は
か
な
り
あ
る
も
の
の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ

う
し
た
草
案
の
存
在
が
全
く
の
憶
説
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
明

治
一
四
年
の
陸
軍
武
官
結
婚
条
例
と
、
な
ん
ら
か
の
関
連
を
も
っ
て
発
生

し
た
流
言
ら
し
い
こ
と
、
等
を
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

山／＼

　
な
お
、
博
士
は
、
旧
民
法
以
前
の
民
法
草
案
ば
か
り
で
な
く
、
旧
民
法

自
体
に
つ
い
て
も
か
な
り
早
く
か
ら
関
心
を
示
し
．
論
考
を
発
表
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
論
考
（
た
と
え
ば
、
「
明
治
二
十
三
年
民
法
に
お
け
る
戸
主
権
」
法

学
研
究
二
七
巻
六
号
・
昭
和
二
九
年
）
の
多
く
は
、
続
刊
の
著
作
集
第
八
巻
に

収
録
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
書
に
も
、
旧
民
法
の
元
老
院

お
よ
び
枢
密
院
で
の
会
議
記
録
を
内
閣
文
庫
お
よ
び
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
文
書
か
ら
覆
刻
紹
介
し
た
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
「
旧

民
法
（
財
産
編
・
財
産
取
得
編
前
半
・
債
権
担
保
編
・
証
拠
編
）
審
査

元
老
院
会
議
筆
記
」
（
法
学
研
究
二
七
巻
一
二
号
．
昭
和
二
九
年
）
、
「
旧
民
法

（
財
産
編
・
財
産
取
得
編
前
半
・
債
権
担
保
編
・
証
拠
編
）
審
査
枢
密
院

会
議
筆
記
」
（
法
学
研
究
二
八
巻
一
号
、
昭
和
三
〇
年
）
で
あ
る
。
史
料
自
体
は

今
日
で
こ
そ
容
易
に
参
照
し
う
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
一

般
の
研
究
者
の
目
に
ふ
れ
に
く
い
史
料
を
公
開
す
る
意
味
を
持
ち
、
ま
た
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そ
の
解
題
は
、
長
大
で
は
な
い
も
の
の
意
義
深
い
記
述
を
含
む
。
特
に
元

老
院
検
視
会
の
延
期
を
法
典
争
議
の
遠
因
の
一
つ
と
指
摘
す
る
点
は
示
唆

に
富
む
。
そ
し
て
最
後
の
「
旧
民
法
（
財
産
取
得
編
後
半
・
人
事
編
）
元

老
院
議
定
案
」
（
中
村
菊
男
教
授
と
の
共
作
・
法
学
研
究
二
九
巻
九
号
．
昭
和
三

一
年
）
は
、
当
時
中
村
教
授
が
星
野
通
教
授
と
の
論
争
の
中
で
引
用
し
た

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
所
蔵
の
村
田
保
文
書
中
の
村
田
議
官
自
身

の
「
書
入
れ
」
が
．
そ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
元
老
院
議
定
案
の
内
容
を

示
す
も
の
と
し
て
、
そ
れ
を
紹
介
・
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

七

　
以
上
本
書
は
、
旧
民
法
以
前
の
民
法
草
案
に
関
す
る
論
考
を
中
心
に
、

博
士
の
民
法
編
纂
史
に
関
す
る
業
績
を
．
し
か
も
博
士
の
研
究
者
と
し
て

の
ご
く
初
期
の
作
品
か
ら
円
熟
期
の
業
績
ま
で
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
つ
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
て
テ
ー
マ
毎
に
編
年
的
に
博

士
の
業
績
を
辿
っ
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
論
考
は
前
者
を
後
者
が
補
充

す
る
と
い
う
関
係
に
立
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
博
士
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
論
考
を
体
系
的
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
意
図
で
の
概
論
的
な
論
文
は
、

ひ
と
つ
も
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
問
題
と
し
た
草
案
に
つ
い
て

も
、
そ
の
主
要
部
分
を
先
に
別
の
学
者
が
紹
介
・
解
説
し
た
も
の
の
場
合

は
、
慎
重
す
ぎ
る
と
も
思
え
る
く
ら
い
に
重
複
を
避
け
、
筆
を
そ
の
周
辺

部
分
の
考
察
に
と
ど
め
て
、
自
ら
の
論
考
の
体
裁
を
整
え
る
よ
う
な
記
述

は
一
切
加
え
て
い
な
い
（
明
治
一
一
年
民
法
草
案
に
つ
い
て
の
取
扱
い
が

ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
）
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
読
者
は
本
書
の
み
に
よ

っ
て
は
旧
民
法
以
前
の
主
要
な
民
法
草
案
の
全
容
を
知
る
こ
と
は
で
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
残
念
に
思
う
声
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
お
そ
ら
く
は
そ
れ
も
ま
た
、
博
士
ら
し
い
自
制
と
衿
持
の
し
か
ら
し
め

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
．
博
士
の
学
問
に
と
っ
て
、
「
二
番
煎
じ
」

は
、
最
も
無
意
味
な
、
か
つ
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

八

　
こ
う
し
て
本
書
収
録
の
各
論
考
を
再
読
し
、
ま
た
既
発
表
の
著
作
集
か

ら
自
由
民
権
運
動
関
係
の
事
件
史
や
明
治
初
期
の
刑
法
史
、
司
法
省
法
学

校
史
等
の
業
績
を
一
覧
す
る
と
、
結
局
、
手
塚
博
士
が
そ
の
生
涯
を
か
け

て
見
据
え
．
解
明
し
，
書
き
止
め
よ
う
と
し
た
も
の
は
．
近
代
国
家
と
し

て
自
立
し
よ
う
と
様
々
な
形
で
努
力
し
、
あ
が
い
て
い
る
明
治
目
本
の
混

沌
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
博
士
は
そ
の
混
沌
を
歴
史
家
と

し
て
マ
ク
ロ
に
「
評
価
」
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
正
確

に
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
「
再
現
」
し
よ
う
と
心
が
け
た
よ
う
に
思
え
る
の

で
あ
る
．
「
評
価
」
は
既
に
情
報
の
歪
曲
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
評

価
」
さ
れ
た
歴
史
は
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
歴
史
家
一
代
の
、
あ
る
い
は

そ
の
よ
う
な
評
価
を
必
然
と
し
た
そ
の
時
代
限
り
の
、
有
限
の
存
在
で
し

か
な
い
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
、
事
実
を
色
付
け
ず
に
正
確
に
再
現
し
提
示

し
た
作
業
は
、
い
つ
の
世
に
も
そ
の
時
代
の
研
究
者
の
信
頼
し
て
摂
取
し

う
る
情
報
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
さ

に
そ
の
意
味
で
、
博
士
の
業
績
は
、
比
肩
し
う
る
も
の
の
な
い
貴
重
な
も
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の
と
し
て
、
い
わ
ぽ
永
遠
の
生
命
を
得
た
と
言
っ
て
よ
い
。

九

　
最
後
に
筆
者
の
個
人
的
な
追
憶
を
数
行
書
き
加
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
た

い
。
筆
者
は
、
畑
違
い
の
民
法
専
攻
者
と
し
て
、
師
匠
の
内
池
慶
四
郎
教

授
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
旧
民
法
の
研
究
の
必
要
性
を
示
唆
さ
れ
た
大
学
院

修
士
課
程
入
学
時
か
ら
、
法
制
史
の
手
法
に
つ
い
て
手
塚
博
士
の
ご
懇
切

な
指
導
を
受
け
た
者
で
あ
る
。
先
輩
や
諸
教
授
か
ら
は
、
手
塚
博
士
は
厳

し
い
、
怖
い
方
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
筆
者
は
必
死
で
博
士

の
論
文
手
法
や
表
記
・
引
用
法
ま
で
を
真
似
る
と
こ
ろ
か
ら
勉
強
し
た
記

憶
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
畑
違
い
の
後
進
で
あ
っ
た
故
か
、
博
士
は
筆
者
に

は
い
つ
も
寛
容
で
あ
ら
れ
た
。

　
今
年
の
二
月
初
め
、
出
版
さ
れ
た
本
書
を
頂
戴
し
た
お
礼
を
か
ね
て
、

筆
者
は
博
士
を
慶
感
義
塾
大
学
病
院
に
お
見
舞
い
し
た
。
ご
く
最
近
ま
で

精
力
的
に
論
文
等
の
執
筆
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
博
士
は
、
「
も
の
を
書
く

気
力
が
な
く
な
っ
た
よ
」
と
も
ら
さ
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
博
覧
強
記

ぶ
り
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
て
お
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
お
仕
事
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
折
に
、
博
士
か
ら
本
書
の
書
評
を
法
学
研

究
に
書
い
て
欲
し
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
編
集
委
員

会
か
ら
五
月
頃
の
締
切
の
予
定
と
聞
か
さ
れ
た
の
を
良
い
こ
と
に
、
筆
者

は
学
年
末
の
時
期
を
他
の
仕
事
に
か
ま
け
て
無
為
に
過
ご
し
た
。
そ
し
て

四
月
の
突
然
の
計
報
で
あ
る
。
筆
者
は
、
博
士
の
ご
学
恩
に
報
い
る
最
後

の
大
事
な
機
会
を
失
し
た
。

　
大
学
で
は
長
く
法
学
研
究
編
集
委
員
長
と
し
て
、
合
併
号
を
認
め
ず
毎

月
の
発
刊
を
固
守
さ
れ
、
巻
頭
に
は
そ
れ
に
相
応
し
い
教
授
論
文
を
要
求

さ
れ
た
博
士
。
ご
家
庭
で
は
く
つ
ろ
い
だ
和
服
姿
で
、
書
斎
か
ら
取
り
出

さ
れ
た
資
料
の
埃
を
傍
ら
の
奥
様
に
払
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
博
士
。
筆
者

に
と
っ
て
手
塚
博
士
は
、
ま
さ
に
明
治
と
い
う
時
代
そ
の
も
の
を
、
そ
し

て
明
治
日
本
を
貫
い
た
ひ
と
つ
の
時
代
意
思
の
勤
さ
を
、
教
え
て
く
れ
る

存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
鷹
通
信
・
一
九
九
〇
年
・
A
5
判
・
三
五
六
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
年
六
月
一
五
日
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
真
朗
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